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１　JAおいしいもがみの概況

もがみ中央農業協同組合（以下「JAお
いしいもがみ」という）は、山形県北東の
内陸部に位置し、奥羽山脈や鳥海山、月山
など四方を山々に囲まれ、地域南部から西
部にかけて最上川が貫流し、とても自然豊
かな地域となっている。夏は高温多湿、冬
には季節風の影響により、毎年平野部でも
２メートル以上の積雪となる県内有数の豪
雪地域である。この厳しい自然環境の中、
稲作と園芸との複合経営の農業が営まれて
いる。
JAおいしいもがみは、平成30年４月に
旧JA新庄もがみ、旧JA山形もがみ、旧

JA真室川が広域合併して誕生した（図
１）。最上地域の７市町村にまたがり、新
庄市に本店を構え、現在７支店、７営農セ
ンターを地域の拠点として事業を行ってい
る。正組合員数は5850人で、令和５年度
の販売額は、米穀52億9000万円、園芸
52億6000万円（主に野菜33億2000万
円、菌茸類14億3000万円）、畜産25億
9000万円で、特に園芸取扱高は県内JA
第１位である。
主な農産物は米の他、にら、ねぎ、アス
パラガス、大玉トマト、ミニトマト、きゅ
うり、菌茸類、冬期間の促成山菜となって
おり、転作田を活用した園芸振興が盛んに
行われている。

調査・報告

山形県　もがみ中央農業協同組合
営農経済部　営農指導課　佐藤　昌子

合併JAのスケールメリットを活かした園芸の生産拡大
～野菜産地のさらなる高みを目指した挑戦～

図１　JAおいしいもがみの管内図
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２　JAおいしいもがみの産地状況

JA管内の野菜生産の歴史は比較的浅く、
平成５年の大冷害による米の大凶作を機
に、農家経営の安定を図るため、夏季の冷
涼な気象条件を活かした夏野菜の導入を推
進し、旧３JAが各々競うように園芸振興
に挑戦してきた（図２）。
旧３JAの野菜や菌茸類を合わせた園芸
品目の合計販売金額は、合併前年の平成
29年度は52億円で、うち主力野菜６品目

（にら・ねぎ・アスパラガス・大玉トマト・
ミニトマト・きゅうり）を27億円規模と
する産地が形成された。
合併前の販売額の推移を見ると、園芸販
売額は頭打ちの状態が続いており（図３）、
JA合併を機に、さらなる高みを目指した
野菜産地の確立に取り組む機運が盛り上
がった。しかし、旧JAのそれぞれが独自
の取り組みを行っていたため、生産、販売
体制を一本化し、新たに広域的に産地振興
を進める必要があった。

図３　合併前の３JAの農産物販売金額合計の推移
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図２　最上地域の園芸振興の歩み

JAおいしいもがみ産地状況

≪ 旧JAの園芸振興品目 ≫

・・旧旧JJAA新新庄庄ももががみみ ：： アアススパパララガガスス、、ねねぎぎ

・・旧旧JJAA山山形形ももががみみ ：： 大大玉玉トトママトト、、ミミニニトトママトト、、ききゅゅううりり

・・旧旧 JJAA 真真 室室 川川 ：： ににらら

平成30年4月
園芸販売金額 県内JA１位

JJAAおおいいししいいももががみみ 誕誕生生

〜最上地域の園芸振興〜
県内有数の 昭和50年頃 夏場は農業、冬場は出稼ぎ
豪雪地域 昭和60年頃 周年農業の確⽴（野菜,⼭菜,菌茸）

平成初期頃 最上地域のJAが競うように園芸振興を図る
平成中期頃 最上地域、県内有数の園芸産地が形成
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そこで、合併総代会で策定した「広域農
業振興計画」を基に中期３カ年計画を作成
し（図４）、重点振興品目年間当たり5000
万円の生産拡大を目標に活動を行った。
そして、１）生産体制の強化、２）担い
手の育成、３）販売体制の強化―の三つを
柱に、平成30年に「野菜産地向上プロジェ
クト」を始動し、全体統轄を営農販売部が
担い、筆者は全体の実務と、にら部門全体
のマネジメントに着手した。

３　野菜産地向上プロジェクト

（１）　生産体制の強化
ア　品目別生産組織を整備
生産組織、部会体制の統一を図るため、
平成30年に「JAおいしいもがみ生産者連
絡協議会」を設立した。各生産組織が独自
に取り組んできた経過があることから、
JA側からの一方的な押し付けとならない
よう、各生産組織代表者と連携し、JAお
いしいもがみブランドのルールについて体
制整備を進めた。

イ　栽培基準の統一
複数の生産基準を統一するため、各品目
の生産組織代表者や農業技術普及課からの
協力を得て、品目ごとの栽培マニュアルを
作成した（図５）。
このマニュアルは、管内の栽培方法に特
化した内容で、地域の篤農家のマル秘テク
ニックも記載し、生産者の方々から大変好
評をいただいている。300を超える部数
を配布し、栽培講習会や圃

ほじょう

場巡回時に活用
して栽培技術の統一を図っている。

ウ　選果施設の利用拡大
多品目にわたる選果施設を持っているの
が、当JAの最大の特徴である。
さらなる野菜産地発展に向け、主力野菜
６品目を地域全体に広めるため、選果施設
の広域的な有効利用を図りながら、農業者
の労働力、年齢、栽培面積などの生産条件
に合った品目の導入を推進し、安定した農
業経営を通して野菜産地が生産拡大するこ
とを、JA組織を挙げて目指した。
選果施設を広域的に活用できる仕組みを
構築したことで、生産者は出荷調整作業の

図４　広域農業振興計画（抜粋）

持続可能で生産性の高い農業の実践

＜広域農業振興計画（抜粋）＞
第2次〔R3〜R5〕第1次〔H30〜R2〕

・新JAブランドの確⽴ ・農業⽣産の拡⼤ ・農業所得の増⼤基本⽬標

にら、ねぎ、アスパラガス、⼤⽟トマト、ミニトマト、
きゅうり

重点振興
品⽬
（※）

R3⽬標 R5⽬標
3,050百万円→ 3,150百万円
＜年5千万円拡⼤＞

H30⽬標 R2⽬標
2,750百万円→ 2,850百万円
＜年5千万円拡⼤＞

販売⽬標
（※）

・収穫作業の機械化等による
⽣産拡⼤

・集出荷体制の強化と作業の
効率化

・新たな各野菜⽣産組織の設
⽴による組織基盤の構築

・営農センターを核とした営
農指導体制の確⽴

主な
振興⽅策
（※）

※※野野菜菜部部門門のの関関連連をを記記載載
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必要がなく生産管理に集中できるようにな
り、主産地の枠を超えて新たな品目の導入
を検討する生産者が増加した（図６）。

（２）担い手の育成
ア　新規就農者確保
農業に積極的にチャレンジしやすい体制
を整備するため、令和５年にJA独自の「新
規園芸チャレンジ支援事業」を創設し、若
手新規就農者や定年後に農業を始める人に

対し、経営指導から実行管理まで伴走支援
をしている。

イ　生産相談員による技術支援
野菜重点６品目について、営農センターご
とにベテラン生産者に「生産相談員」を委嘱
し、営農指導員とともに新規就農者への技術
指導を行っており、就農定着と経営の早期安
定を図る仕組みづくりをした（図７）。

図６　多品目にわたる選果施設の広域利用
選果施設の利用拡大

多多品品目目ににわわたたるる選選果果施施設設のの広広域域利利用用

アスパラガス選果場
（2か所）

⼤⽟トマト選果場
（1か所）

きゅうり選果場
（１か所）ミニトマト選果場

（1か所）
ねぎ選果場
（4か所）

営農センター毎主な野菜品目 ・選果施設の設置状況

きゅうりミニトマト⼤⽟トマトアスパラガスねぎにら営農センター
〔市町村〕旧JA 選果場主産地選果場主産地選果場主産地選果場主産地選果場主産地選果場主産地

☆☆１〇ー２〇〕新庄市〔北部新庄もがみ
２〇３〇☆２〇ー〕⾈形町〔南部
３〇☆１〇☆３〇ー〕最上町〔東部

☆１〇☆１〇４〇ー〕⼤蔵村〔⼤蔵⼭形もがみ
２〇ー〕⼾沢村〔⼾沢

☆１〇２〇☆ー〕鮭川村〔鮭川
ー１〇〕真室川町〔真室川真室川

主産地欄の「数字〇」は販売順位。順位格差が⼤きい品⽬は打ち切りしてます。【注】

図５　栽培マニュアルの作成・配布

栽培基準の統一 「栽培マニュアル」作成
栽培マニュアル（栽培の虎の巻）を300部以上生産者へ配布

【全84㌻,別冊病害⾍図鑑付】 【全57㌻,別冊栽培管理ｶﾚﾝﾀﾞｰ付】 【全72㌻】
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（３）販売体制の強化
ア　統一出荷基準の作成
旧JA各々の出荷基準の目を揃え、JAお
いしいもがみ統一出荷基準を作成するた
め、生産組織の代表者が中心となり目揃い
会を数多く開催、品質の高位平準化を図っ
た（図８）。
さらに、個選共販のにらは、生産組織の
役員と協力し、各営農センターの目揃い会
の他に青果物検査員による検品など、さま
ざまな形で出荷基準の「目」を揃え、品質
格差が生じないように取り組んだ。
現在までに、野菜重点６品目を含めた全
30品目の出荷規格統一を図った。

イ　販売センター設置と取引市場集約
令和３年度に販売センターを新設し、さ
らに、令和４年度より、共選全品目におい
てJA １本での統一プール精算を実施し
た。これは、変化する物流情勢を踏まえた
青果物流通に対応し、物量メリットを活か
した販売戦略を実現するためである。

合併前、11あった重点市場を、６市場
に集約することで物量を確保し、市場との
交渉力がさらに強化され、有利販売が実現
した。さらに、輸送コストが削減されたこ
とによる収益性向上など、効率的な出荷体
制を構築した。

ウ　販売事業のデジタル化
合併後、集出荷施設が７カ所に増えたこ
とにより、荷受数量の把握や前日の分荷業
務など、販売担当者の残業が常態化し、業
務の改善が求められていた。
そこで、集出荷クラウドサービス

「nimaruJA」を導入した（図９）。
これにより、販売担当者の業務時間が
70％以上短縮され、さらに、タブレット
を導入することで出張先や在宅での分荷業
務が可能となった。
営農センターとの荷受数量の「見える
化」で迅速な分荷作業を実現し、業務の改
善を行った。

図７　生産相談員による技術支援
生産相談員による技術支援

【役割】
〇 新規就農者（栽培者）への栽培技術指導
〇 ⽣産部会の栽培講習会、⽬揃い会での技術⽀援

⽣産相談員の委嘱状況
委嘱⼈数品 ⽬
7名にら
5名ねぎ
5名アスパラガス
2名⼤⽟トマト
2名ミニトマト
4名きゅうり

25名合 計

⽣産相談員委嘱式の様⼦

【⽣産相談員の決意】

新規就農者の
技術指導を
頑張ります。

伊藤さん
（⼤⽟トマト）

にら産地づくり
頑張ります。

⼭⼝さん
（にら）

【⽣産者の声】

Ｓさん（⼾沢村：20歳）
【R5開始 ミニトマト】

自分のハウスに足を運んで生育状況
に応じてアドバイスをいただき、
とても助かっています。
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４　にらの生産を通した産地の発展

三つのプロジェクトの実現に向けた取り
組みが進む中、筆者が担当するにらは、高
齢化により栽培をリタイアする生産者が増
え始めた。一方では規模拡大を望む生産者
も現れ、両面にわたる支援が必要となった。
そこで、令和元年より産学官で連携し、
生産者の強い要望であるにら収穫機の開発
に取り組んだ。現地圃場での刈り取り試験
を16回開催し、令和７年度にようやく発
売となった。

収穫機の導入により収穫作業が約３分の
１に短縮され、機械化一貫体系による大規
模栽培が可能となり、さらなる生産拡大が
期待される（図10）。
さらに、リタイアする生産者の圃場を規
模拡大を志向する生産者が引き受け、圃場
管理を行う仕組みづくりを推進した。
また、にらの出荷調整作業は、重労働で
はないものの手作業によるきめ細やかな選
別作業が必要であるため、リタイアした高
齢者に選別作業を委託する仕組みづくりも
行った。この取り組みは地域での大きな労

図９　集出荷クラウドサービス「nimaruJA」の導入によるメリット

nniimmaarruuJJAA導入

【メリット】
・集出荷作業の効率化、ペーパーレス化
・出張先や在宅など、どこでも分荷作業が可能
・営農センターとのタイムリーな情報共有
・スピーディーな情報発信

【従来のツール】
PC・FAX

【現在のツール】
タブレット・スマホ

アナログ デジタル

販売担当者の業務時間
70％以上短縮

※※nimaruJAとは、集出荷クラウドサービス

販販売売事事業業ののデデジジタタルル化化

図８　統一出荷基準作成による販売体制強化

【戦略３】 販売体制の強化

統一出荷基準の作成

旧旧JJAA単単位位のの出出荷荷規規格格・・基基準準をを一一本本化化
JA主導による出荷基準ではなく、
生生産産者者自自ららがが作作りり上上げげたた出出荷荷基基準準がが重重要要！！
生生産産組組織織代代表表者者がが中中心心ととななりり、、目目揃揃いい会会をを実実施施

品質の高位平準化
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働力と高齢者の生きがいづくりとなり、産
地の持続的発展にも貢献している。

５　広域合併によるスケールメリットを活
かすために

（１）統一出荷の合意形成
本プロジェクト達成のための統一出荷基
準の策定では、生産者との合意形成が最大
の鍵であった。「俺たちの生産量が一番多
いんだから俺たちの規格を優先するべき
だ」、「隣の営農センターは品質が悪くてい
つもクレームがくる。一緒に出荷して大丈
夫か？」など、今までライバルとして戦っ
てきた相手と折り合いをつけるのはとても
難しく、いろいろな意見をいただいた。
筆者はそれでもめげず、各生産組織で
80回を超える話し合いを開催し、時には
懇親会で親睦を深め、最終的に生産者の同
意を得て、統一出荷基準を策定した。

（２）集出荷体制の構築
合併により５品目にわたる選果施設の利
用が可能となったが、個選共販中心だった

生産者から選果施設の利用について反対意
見が多く、利用拡大が危ぶまれる状況だった。
筆者は、施設利用が生産者の労働力軽減
や生産拡大、さらには統一選果による品質
の平準化が販売単価の上昇をもたらし、最
終的には生産者の所得向上につながるとい
う強い信念を持ち、100回を超える説明
会や施設の見学会を開催した（図11）。
さらに、生産者に対して施設利用の費用
対効果を示した経営指標を200部配布し、
丁寧な説明を繰り返し行った。
その結果、徐々に利用者が増え、実際に
労働力の軽減が図られたことにより、生産
拡大、新規生産者の確保にもつながった。

６　ドリフト事故の経験を活かして

平成24年、筆者の営農指導員人生で最
悪の出来事が起こった。にらのドリフト事
故（農薬が対象作物以外に飛散すること）
である。
近隣水田からの水稲殺虫剤の飛散が原因
であった。あの時の生産者の悲しい表情は、
今でも忘れられない。

図10　にら収穫機の開発とその効果

定植作業 選別作業

結束作業

にら「達者de菜」

製品完成

機械化一貫体系に不可欠な「にら収穫機」の開発

・現地での刈取試験、実演会を16回開催

・機械化により、作業効率が大幅にUP！ 手刈りの1/3以下に短縮

・機械化一貫体系の確立 大規模栽培が可能 産地の生産拡大

にら収
【７年度発売

包装作業
収穫作業

「にら収穫機」刈取試験 にら「達者de菜」
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二度とあんな思いはしたくないと、平成
25年より旗上げ運動を展開した。当産地
で栽培されている品目は転作田への作付け
が多く、ドリフトリスクが高くなっている
ため、稲作農家へもチラシを配布し、地域
を挙げてドリフト対策に取り組んでいる
（図12）。
その結果、運動以降当産地においてドリ
フト事故は１件もなく、引き続き安全・安
心な農産物生産に努めている。

７　にらの秋どり生産を拡大

筆者は、販売金額10億円達成まであと
一歩の「にら」について、近年安定した価
格で取引され、まだまだ伸び代のある品目
であると確信を持っていた。
そこで、注目したのが「秋にらの高単価」
である。各産地の端境期となる10 ～ 11
月の出荷数量を増やすことにより、販売金
額の大幅なアップが見込まれると考えたの
である（図13）。

図12　ドリフト事故の発生と旗揚げ運動による対策

ドリフト事故の経験を活かし

平成24年9⽉
近隣⽔⽥から農薬が⾶散
出荷した「にら」から基準
値を超える農薬が検出

ドリフト事故発⽣！ 全品回収・出荷停⽌
⼀瞬にして

産地の信⽤失墜

【⽣産者全員で回収にら廃棄処理作業】

こんな思いは二度としたくない

旗旗上上げげ運運動動実実施施
○収穫１週間前になったら

⻩⾊の旗を掲げる

○収穫中の圃場には

⾚⾊の旗を掲げる
【旗上げ運動実践圃場】

旗上げ運動開始以降、

当当産産地地のの

ドドリリフフトト事事故故

皆皆無無！！

・1,598c/s 全品回収
・その後、安全確認のため
全⽣産者10⽇間出荷停⽌

・損害額 約2,000万円

約1,000か所に設置

図11　集出荷体制を構築するまで

選果場を新たに利用することに
なると、今までかかってない選
果料がかかる。農家の所得が
減ってしまうのでは？

選果場を利用するメリットは何
ですか？
農協が儲かるだけじゃないか？

集出荷体制の構築

選選果果施施設設のの広広域域利利用用のの推推進進
≪≪組合員の様々な声≫≫

選果場には、収穫してその
まま出荷していいのか？
粗選別は必要なのか？

選果料はいくらか？
選果場を利用すると、高く販売
できるのか？

【選果施設見学会の実施】 【経営指標作成】

・100回を超える説明会や
会議を開催

・経営指標（200部配布）を
活用し利用推進

選果場利用者増加
生産拡大

新規生産者の獲得
品質の高位平準化
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そこで、令和元年より低温伸長性の高い
新品種「エナジーグリーンベルト」の導入
試験をスタートした。その後の普及拡大を
見据え、部会役員に協力を依頼し、３年に
わたり生育調査を実施した。そのデータを
積み上げるとともに、栽培講習会や現地圃
場巡回などを通じて当産地への適応性につ
いて検証し、令和３年より奨励品種として
導入を開始した。
その結果、秋にらの出荷数量が奨励品種
導入前より37％増と大幅にアップし、に
ら10億円の産地づくりへさらに前進した。

８　プロジェクトの成果

プロジェクトを確実に実行していくこと
で四つの成果があった。

【�成果１】地域全体の栽培技術のレベル
アップ
合併により誕生した「JAおいしいもが
み　野菜生産者協議会」は、生産者各々が
切磋琢磨したことにより、地域全体の栽培
技術のレベルアップにつながった。

さらには、営農センターの垣根を越えた
生産者同士の交流も増え、ベテラン生産者
から若手生産者への技術の継承もしっかり
行われ、その技術は次世代へと引き継がれ
ている。
さらに、新たに創設した「新規園芸チャ
レンジ支援事業」を活用し、令和５年は
11人、令和６年は10人が新たに野菜栽培
を開始しており、新規就農者が増加した
（図14）。

【�成果２】販売金額の向上・生産者の所得
増大
二つ目は、販売金額の向上である。野菜
重点６品目全てにおいて、１戸当たりの販
売金額が５～41％上昇した（図15）。
これは、栽培技術・出荷基準の統一を図
り、選果施設の広域利用を推進したことに
より、規模拡大、単価向上など、相乗効果
を発揮した結果と考える。品目別では、ミ
ニトマトの１戸当たりの販売金額が250
万円、ねぎが同155万円、新品種を導入
したにらが同92万円それぞれ増加し、生
産者の所得増大に大きく貢献した。

図13　新たな品種選定により端境期の出荷を狙い販売金額アップへ

「にら」秋どり生産を拡大

「「ににらら」」販販売売金金額額1100億億円円達達成成ののたためめにに

○新品種
「「エエナナジジーーググリリーーンンベベルルトト」」（武蔵野種苗園）

【パワフルグリーンベルトとの比較試験結果】※パワフルグリーンベルト：パワフルGB

◎抽苔が1ヵ⽉以上早まる⇒⇒ パパワワフフルルGGBB抽抽苔苔期期にに出出荷荷可可能能

◎夏秋期で収量が多い⇒⇒ パパワワフフルルGGBBとと同同等等にに優優良良品品種種

◎低温伸⻑性が優れる⇒⇒ 1100月月以以降降のの秋秋どどりり品品種種ととししてて優優良良

◎品質に関わる⽇持ち性が良い⇒⇒ オオーールルシシーーズズンン出出荷荷可可能能

5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉
平均単価
（円/㎏） 400 430 540 732 768 869 800

≪「にら」⽉別平均単価≫

※R5実績より

注⽬！
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【�成果３】若手を含めた営農指導員の指導
力向上
プロジェクトを通して産地づくりを進め
る上で、野菜の販売金額の拡大は３JAが
合併したからこそ実現し、それにより各地
域の生産活動が活発化し、営農指導員がさ
らなる高みを目指すモチベーションの原動
力となった。JAおいしいもがみでは、若
手営農職員を対象とした勉強会を毎月開催
し、知識・技能のスキルアップを図ってお

り、若手職員の育成にも力を入れている
（図16）。

【�成果４】重点野菜６品目の合計販売金額
の大幅な増加
作物別選果施設の広域利用による生産規
模の拡大や、新たな生産の確保・育成など
スケールメリットを活かした販売展開の実
践により、重点野菜６品目の販売金額は令
和２年度に30億円を達成した（図17）。

図15　全品目販売金額が向上し、生産者の所得増大

成果２ 全品目、１戸当りの販売金額向上

すべての品目において販売金額向上

野菜重点6品目の取組概要
1⼾当たり単価

（円/kg）
⽣産者数
（⼾）年度品⽬名 販売増加⾦額

（千円）
販売⾦額
（千円）

作付⾯積
（a）

9223,01649499270H29にら 3,93853611248R5
131 108 122 92 R5/H29対⽐（％）

1,5464,54645329135H29ねぎ 6,09249507113R5
134 108 154 84 R5/H29対⽐（％）

9022,828421,098156H29アスパラガス 3,730371,323172R5
132 88 120 110 R5/H29対⽐（％）

7276,3331832249H29⼤⽟トマト 7,0601941141R5
111 103 128 84 R5/H29対⽐（％）

2,5036,1481675843H29ミニトマト 8,6501890438R5
141 114 119 88 R5/H29対⽐（％）

1142,4811026597H29きゅうり 2,59610294101R5
105 97 111 104 R5/H29対⽐（％）

図14　協議会により地域全体の栽培技術向上と新規就農者が増加

成果１

地地域域全全体体のの栽栽培培技技術術力力アアッッププ
新新規規就就農農者者のの増増加加

販売実績報告会懇親会 アスパラガス圃場巡回 にら若手研修会

◎技術向上や農業経営の⾼度化 仲間と共に切磋琢磨
◎ベテラン⽣産者から、若⼿⽣産者へ

栽培技術の継承、次世代へ

皆が善くなれば、地域も良くなる

◎ベテラン⽣産者から、若⼿⽣産者へ

令和5年 11名
令和6年 10名
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さらに、令和５年度の重点野菜６品目の
合計販売金額は、合併前の平成29年より
５億円増加し（平成29年比19％増）、約
32億円となって最高販売金額を更新する
など、営農販売事業は大幅な飛躍を遂げた。
このように、生産者とJAが一体となって
取り組み、得られた四つの成果は、スケー
ルメリットを活かした園芸産地の生産拡大
事業が、販売金額を飛躍的に向上させる将
来性があることを改めて示す結果となった。

９　これからの活動について

平成30年のJA合併以降、管内の小学校
（10校）、中学校（７校）と連携し、「農業
への意識・理解を深める」、「自然や郷土を
理解し、愛する心を育む」ことを目的とし、
インターンシップ体験、農業施設での農業
体験活動、生産者圃場・作業場見学、農作
物の収穫体験などを継続的に実施してきた
（図18）。

図16　若手を含めた営農指導員の指導力向上

細⾕ 指導員
（23歳、⼊組3年⽬）
真室川営農センター

成果３ 営農指導員のモチベーションUP！

・出向く営農指導で、生産者の栽培
に対する熱い想いを感じ、営農指導
の重要性について改めて考えさせら
れた。
今まで以上に、真剣に仕事に取り

組みたい。

岸 指導員
（24歳、⼊組4年⽬）
東部営農センター

・営農指導員は、ただ栽培指導を行う
だけでなく、いろいろな知識（農政・
経営・保険等）が必要だと感じた。
毎月開催される「営農担当者会議」

でしっかり勉強し、さらなるスキル
アップを目指したい。

◎若手指導員のコメント ◎R5営農担当者会議

営農担当者会議会議で情報交換

開催⽉ 内   容 参加⼈数

4⽉ ・PH、ECの測定⽅法について（実習）
・今年度の⽬標及び抱負 22名

5⽉ ・経営所得安定対策と⽶政策について
・残留農薬分析について 18名

6⽉ ・最上産地研修室 圃場視察及び情報交換 17名

7〜10⽉ ・繁忙期の為、休⽌

11⽉ ・１⽇農業バイトアプリ day workについて
・⼟壌分析について 17名

12⽉ ・営農販売事業とは？
 ※事業計画策定の基本的な考え⽅及び⼿順等について 23名

1⽉
・税務申告について
 ※確定申告書の作成⽅法等について
・肥料・農薬研修会（講師：JA全農⼭形、肥料、農薬メーカー）

20名
35名

2⽉
・nimaruJAシステムの運⽤について
・１年の振り返りと来年度の⽬標及び今後の展望
・営農指導実践発表⼭形県⼤会 事前練習

20名

3⽉ ・⼟壌診断分析結果表の⾒⽅及び⽣産指導⽅法について（講師：JA全農⼭形）

・来年度事業へ向けて職員アンケート実施 19名

図17　野菜重点６品目の販売金額は５億円増加

成果４ 事業の大幅な飛躍へ
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野菜重点6品⽬合計の販売⾦額推移〔百万円〕
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〔〔百万円〕〕 野菜重点6品⽬別の販売⾦額推移
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５億円UP!
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また、学校給食への食材の無償提供を継
続的に実施し、次世代を担う子どもたちに
「食育」の大切さについて伝えている。
また、令和２年より労働力確保と地域貢
献を目的に障害者雇用に取り組んでいる。
主に各選果施設において段ボールの組み立
てやパック詰めなどの作業を行っており、
年々取り組みが拡大し、５年度には延べ
1700人を雇用している。今後もさらに継
続的に取り組みを進めていきたいと考えて
いる。

最後になるが、今回のプロジェクトに関
わり計画を遂行してきたことは、筆者の
JA人生において大変貴重な経験となった。
私たち営農指導員は、常に生産者の所得
向上と経営安定について考え、将来を見据
えた持続可能な農業、地域づくりの実現を
目指す必要がある。これからも組合員との
コミュニケーションを大切に、現地に出向
く指導を継続的に実施し、「農業をやって
よかった」、「農業にチャレンジしたい」と、
みんながそう思える産地づくりを進めてい
きたいと考えている。

佐藤　昌子（さとう　まさこ）
山形県　もがみ中央農業協同組合　営農経済部　営農指導課
【略歴】
平成12年、JA真室川町（現JAおいしいもがみ）に入組。
８年間の共済業務を経て、平成22年から営農指導員として活動。
園芸品目を中心に生産指導に携わり、担い手育成や地域農業の活性化に取り組み、農家の課題解決に寄り添う
営農指導を実践している。
令和７年度JA営農指導実践全国大会にて審査員特別賞を受賞。

図18　今後も継続して取り組みたい地域での活動
○地域との関りを⼤切に、持続可能な農業の実現へ
食農教育を通じて地元の小・中学校との関わり

農福連携の取り組み
障害者
雇⽤者数
（延⼈数）

年度

430名R2

830名R3

1,300名R4

1,700名R5
【作業の様⼦】

左：段ボール組⽴作業、上：選別作業

【地元⼩学⽣の集出荷施設⾒学】 【地元⼩学⽣の農作業体験活動】 【学校給⾷への⾷材無償提供】


